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高
度
の
職
業
教
育
な
ど
時
代
の
要
請
に
応
え
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
院
課
程
を
作
り
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

大
学
院
重
点
化
は
大
学
院
、
ひ
い
て
は
学
部
一
貫
教
育
を
含
む
大
学
の
方
向
性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で

そ
の
帰
趨
を
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
基
礎
資
料
と
し
て
全
学
で
大
学
院
重
点
化
が
完
了
し
た
二
〇
〇
一
年
五
月
一
日
現
在
の

各
研
究
科
在
籍
学
生
数
及
び
定
員
充
足
率
を
表
３－

５
に
掲
げ
る
。
同
年
の
入
学
定
員
は
修
士
課
程
（
博
士
前
期
）
一
二
四
九
人
、
博

士
課
程
（
博
士
後
期
及
び
博
士
一
貫
）
七
五
五
人
で
、
九
〇
年
の
時
点
と
比
べ
た
増
加
率
は
両
課
程
と
も
約
一
・
七
倍
に
達
し
、
研
究

科
に
よ
っ
て
は
二
倍
を
超
え
た
。
九
〇
年
以
前
極
め
て
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
大
学
院
の
学
生
定
員
が
九
〇
年
代
に
倍
増
し
、
あ
る
い

は
倍
増
に
近
い
伸
び
を
示
し
た
こ
と
は
、
二
一
世
紀
初
頭
の
北
海
道
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
あ
り
方
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

第
四
章

全
学
教
育

第
一
節

教
養
部
の
廃
止

一

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化

教
養
部
が
廃
止
さ
れ
た
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
一
九
九
一
年
七
月
の
「
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
北
海
道
大
学
で
は
、
八
九
年
五
月
に
発
足
し
た
「
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
」（
委
員
長
・
伴
義
雄
学
長
）
に
お
い

て
、
す
で
に
、
教
養
教
育
課
程
を
含
む
学
部
教
育
の
再
整
備
の
議
論
が
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
検
討
委
員
会
は
、
実
質
的
に
、
い
わ
ゆ

る
大
学
院
重
点
化
の
準
備
を
行
っ
た
委
員
会
で
あ
っ
た
が
、「
大
学
院
の
改
革
は
、
教
養
課
程
教
育
を
含
む
学
部
教
育
の
再
整
備
と
、
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無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
基
本
姿
勢
を
保
持
し
て
い
た
。

実
際
、
同
委
員
会
の
中
に
設
置
さ
れ
た
「
学
部
教
育
専
門
委
員
会
」（
委
員
長
・
近
藤
潤
一
文
学
部
教
授
）
に
お
い
て
一
般
教
育
を

含
む
学
部
教
育
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
二
年
三
月
に
同
専
門
委
員
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
報
告
書
「
北
海
道
大
学

に
お
け
る
学
部
教
育
の
展
開
」
の
提
言
に
沿
っ
て
、
同
年
六
月
の
臨
時
評
議
会
に
お
い
て
、
九
五
年
度
か
ら
の
学
部
一
貫
教
育
の
実
施

と
教
養
部
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
た
。

二

学
部
一
貫
教
育
体
制
へ
の
転
換

報
告
書
「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
学
部
教
育
の
展
開
」
で
は
、
そ
の
結
語
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
諸
点
に
関
わ
る
提
言
が
な
さ
れ
た
。

（
一
）
「
学
部
教
育
」
体
制
へ
の
転
換

（
二
）
単
位
・
進
級
認
定
・
修
学
・
厚
生
補
導
等
の
責
任
体
制

（
三
）
一
般
教
育
科
目
等
の
実
施
組
織

（
四
）
今
後
の
課
題

こ
の
提
言
に
お
い
て
、（
一
）
で
は
、
大
学
院
重
点
化
構
想
の
基
盤
形
成
の
た
め
、「
大
学
設
置
基
準
」
の
改
正
に
応
じ
て
、「
北
海

道
大
学
通
則
」
に
定
め
る
「
一
般
教
育
課
程
」
及
び
「
専
門
課
程
」
を
廃
止
す
る
こ
と
、（
三
）
で
は
、
各
学
部
で
開
設
さ
れ
る
一
般

教
育
科
目
等
の
調
整
・
実
施
等
を
統
括
す
る
た
め
、「
一
般
教
育
実
施
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
置
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
提
言
に
沿
う
形
で
、
一
九
九
二
年
六
月
の
臨
時
評
議
会
に
お
い
て
、
学
部
一
貫
教
育
体
制
へ
の
転
換
と
学
部
別
学
生
編
成
へ
の

編
成
替
え
と
を
決
定
し
た
。
具
体
的
な
決
定
事
項
は
、
つ
ぎ
の
六
点
で
あ
る
。

（
一
）
教
養
部
で
、
従
来
、
一
括
し
て
行
っ
て
き
た
「
一
般
教
育
課
程
」
実
施
体
制
を
、
各
学
部
を
教
育
主
体
と
す
る
「
学
部
教
育
」

実
施
体
制
に
変
更
す
る
。
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（
二
）
各
学
部
は
、
一
般
教
育
等
の
授
業
科
目
を
含
む
教
育
課
程
を
編
成
す
る
。

（
三
）
現
行
の
系
別
学
生
編
成
を
、
学
部
別
学
生
編
成
に
変
更
す
る
。

（
四
）
各
学
部
で
開
設
す
る
一
般
教
育
科
目
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
全
学
部
が
協
力
し
て
担
当
す
る
体
制
を
志
向
す
る
が
、
当

面
は
、
従
来
の
責
任
部
局
が
実
施
責
任
を
継
続
す
る
。

（
五
）
転
換
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
五
年
度
と
す
る
。

（
六
）
一
般
教
育
等
を
含
む
学
部
教
育
体
制
へ
の
転
換
に
伴
う
一
般
教
育
等
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
全
学
委
員
会
を
早
急
に

設
置
す
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
、（
一
）
か
ら
（
三
）
の
決
定
は
、
報
告
書
「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
学
部
教
育
の
展
開
」（
一
）
の
基
本
事
項
を

盛
り
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

三

一
般
教
育
等
実
施
体
制
検
討
委
員
会
の
活
動

前
述
の
評
議
会
決
定
の
（
六
）
項
に
従
っ
て
、
翌
七
月
の
評
議
会
に
お
い
て
、「
一
般
教
育
等
実
施
体
制
検
討
委
員
会
」（
委
員
長
・

�
重
力
総
長
）
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
下
に
三
つ
の
専
門
委
員
会
が
置
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
般
教
育
等
の
企
画
・
調
整
機
関
の
設
置

及
び
運
営
方
式
の
検
討
を
す
る
、「
一
般
教
育
等
組
織
運
営
専
門
委
員
会
」（
委
員
長
・
近
藤
潤
一
文
学
部
教
授
）、
一
般
教
育
等
に
係

わ
る
理
念
並
び
に
学
部
教
育
体
制
へ
の
転
換
の
際
に
お
け
る
授
業
科
目
等
の
調
整
及
び
授
業
の
実
施
計
画
の
策
定
を
す
る
、「
教
育
課

程
専
門
委
員
会
」〔
委
員
長
・
新
妻
篤
教
養
部
長
（
〜
九
三
年
三
月
三
十
一
日
）、
中
村
耕
二
教
養
部
長
（
九
三
年
四
月
一
日
〜
）〕、
お

よ
び
、
教
務
に
関
す
る
事
務
組
織
及
び
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
、「
教
務
事
務
組
織
専
門
委
員
会
」（
委
員
長
・
丹
保
憲
仁

学
生
部
長
）
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
専
門
委
員
会
で
の
議
論
に
よ
っ
て
、
学
部
一
貫
教
育
体
制
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
二
年
十
二
月
に
、
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教
育
課
程
専
門
委
員
会
よ
り
中
間
報
告
「
学
部
教
育
体
制
に
お
け
る
全
学
教
育
科
目
実
行
教
育
課
程
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
た
。
こ

の
報
告
に
お
い
て
、「
全
学
教
育
科
目
」
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
学
部
教
育
で
は
、
一
般
教
育
と
専
門
教
育

と
に
分
離
さ
れ
て
き
た
が
、
学
部
一
貫
教
育
体
制
で
は
、
各
学
部
毎
に
四
年
一
貫
し
た
教
育
課
程
が
編
成
さ
れ
、
そ
の
科
目
区
分
は
、

「
専
門
科
目
」・「
教
養
科
目
」・「
基
礎
科
目
」・「
外
国
語
科
目
」・「
健
康
体
育
科
目
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
専
門
科
目
を
除
く
四
科

目
は
全
学
教
育
科
目
と
し
て
、
複
数
学
部
の
学
生
を
対
象
と
し
て
、
共
通
の
教
育
内
容
を
も
っ
て
開
講
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

こ
の
中
間
報
告
で
は
、
全
学
教
育
科
目
の
内
容
（
科
目
設
定
・
開
講
形
態
・
履
修
方
法
等
）
が
詰
め
ら
れ
、
各
学
部
お
よ
び
学
部
内
系

ご
と
の
実
行
教
育
課
程
表
と
共
に
、
具
体
的
な
実
施
計
画
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
特
筆
す
べ
き
変
更
点
は
、
講
義
の
開
講
形
態
を
原
則
、

半
期
の
セ
メ
ス
タ
ー
制
と
し
、
教
養
科
目
を
「
主
題
別
開
講
」
に
移
行
さ
せ
た
こ
と
、「
論
文
指
導
」
講
義
を
導
入
し
た
こ
と
、
理
系

実
験
科
目
を
「
自
然
科
学
基
礎
実
験
」
と
し
て
整
備
し
た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
計
画
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
専
門
委
員
会
の
議

論
と
と
も
に
、
一
般
教
育
担
当
の
学
科
目
代
表
教
官
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
専
門
委
員
会
の
学
部
代
表
委
員
と
の
個
別
協

議
を
通
し
て
な
さ
れ
た
。

一
九
九
三
年
十
一
月
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
か
ら
の
最
終
報
告
が
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
般
教
育
等
組
織
運
営
専
門
委
員

会
か
ら
「
全
学
教
育
科
目
の
実
施
体
制
〜
学
務
部
と
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
〜
」、
教
育
課
程
専
門
委
員
会
か
ら
「
学

部
教
育
体
制
に
お
け
る
全
学
教
育
科
目
の
実
施
（
案
）
及
び
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」、
教
務
事
務
組
織
専
門
委
員
会
か
ら
「
全

学
教
育
科
目
の
実
施
体
制
〜
教
務
に
関
す
る
事
務
組
織
及
び
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
〜
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
学
教
育

の
実
施
に
当
た
っ
て
の
、
運
営
体
制
（
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
）
と
事
務
支
援
体
制
（
学
務
部
）
の
方
向
付
け
が
な
さ
れ
、
具
体
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
（
実
行
教
育
課
程
）
が
提
示
さ
れ
、
全
学
教
育
科
目
か
ら
初
め
て
の
教
務
事
務
の
電
算
化
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
間
に
、
一
九
九
三
年
四
月
、
地
球
環
境
科
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
生
物
科
学
専
攻
に
お
い
て
、
初
の
大
学
院
重
点
化

構
想
が
実
現
し
、
以
降
、
逐
次
、
理
系
学
部
か
ら
重
点
化
が
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
。
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四

教
養
部
の
廃
止
と
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置

一
九
九
三
年
十
二
月
、
評
議
会
は
、「
学
部
一
貫
教
育
実
施
準
備
委
員
会
」
の
設
置
、
及
び
「
北
海
道
大
学
学
部
一
貫
教
育
実
施
準

備
委
員
会
要
項
」
を
審
議
し
、

（
一
）
「
全
学
教
育
科
目
」
の
設
定

（
二
）
「
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

（
三
）
「
学
務
部
」
の
設
置

を
決
定
し
た
。
こ
の
学
部
一
貫
教
育
実
施
準
備
委
員
会
に
は
、
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
関
す
る
検
討
を
行
う
「
第
一
専
門
委
員

会
」（
委
員
長
・
堀
浩
地
球
環
境
科
学
研
究
科
長
）、
全
学
教
育
の
教
育
課
程
に
関
す
る
検
討
を
行
う「
第
二
専
門
委
員
会
」（
委
員
長
・

中
村
耕
二
教
養
部
長
）、
全
学
教
育
に
係
わ
る
教
育
環
境
の
整
備
充
実
に
関
す
る
検
討
を
行
う
「
第
三
専
門
委
員
会
」（
委
員
長
・
丹
保

憲
仁
工
学
部
長
）、学
務
部
の
設
置
及
び
関
係
委
員
会
に
関
す
る
検
討
を
行
う「
第
四
専
門
委
員
会
」（
委
員
長
・
深
澤
和
三
学
生
部
長
）

が
設
置
さ
れ
た
。

一
九
九
四
年
の
「
年
頭
の
あ
い
さ
つ
」
で
、
�
重
力
総
長
は
、
北
海
道
大
学
改
革
の
五
本
柱
（
大
学
院
重
点
化
構
想
の
推
進
、
教
養

部
組
織
の
廃
止
と
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
及
び
学
務
部
の
設
置
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
提
示
、
学
内
の
施
設
の
整
備
・
充

実
の
将
来
計
画
、
教
官
の
意
識
改
革
）
を
示
し
つ
つ
、
九
三
年
を
「
北
大
改
革
元
年
」
と
呼
ぼ
う
と
訴
え
た
。

学
部
一
貫
教
育
実
施
準
備
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
委
員
会
で
、
学
部
一
貫
教
育
の
一
九
九
五
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、

通
則
及
び
規
程
上
の
整
備
等
が
進
め
ら
れ
た
。
特
に
、
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
て
は
、
官
制
化
さ
れ
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に

幾
多
の
問
題
を
抱
え
る
に
至
っ
た
教
養
部
の
再
現
を
避
け
る
努
力
が
な
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
の
官
制
化
は
、
全
学
教
育
部
、
高
等
教
育
開

発
研
究
部
、
生
涯
学
習
計
画
研
究
部
の
三
部
か
ら
な
る
「
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
構
想
」
に
結
実
し
た
。

実
際
、
一
般
教
育
等
組
織
運
営
専
門
委
員
会
報
告
「
全
学
教
育
科
目
の
実
施
体
制
」
に
お
け
る
構
想
か
ら
、
一
九
九
四
年
十
月
に
評
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議
会
に
お
け
る
「
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備
委
員
会
」
設
置
決
定
ま
で
に
は
、
学
内
関
係
機
関
や
文
部
省
を
含
む

さ
ま
ざ
ま
な
折
衝
過
程
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
「
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
一
月
の
「
学

部
一
貫
教
育
体
制
の
実
施
に
関
す
る
全
学
説
明
会
」
に
お
い
て
全
学
に
向
け
て
説
明
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
一
九
九
五
年
四
月
よ
り
全
学
教
育
が
開
始
さ
れ
た
が
、
九
五
年
度
は
、
一
年
生
は
全
学
教
育
、
二
年
生
は
教
養
教
育
の

混
在
と
な
っ
た
。
こ
の
最
後
の
教
養
部
学
生
を
各
学
部
に
送
り
出
し
、
九
六
年
三
月
を
も
っ
て
、
教
養
部
は
廃
止
さ
れ
た
。

第
二
節

全
学
教
育
の
実
施

一

全
学
教
育
実
施
体
制
の
発
足

一
九
九
五
年
四
月
一
日
に
、
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
全
学
教
育
部
、
高
等
教
育
開
発
研
究
部
、
生
涯
学
習
計
画
研
究

部
）
及
び
学
務
部
（
学
生
課
、
教
務
課
、
厚
生
課
、
入
試
課
、
留
学
生
課
）
が
設
置
さ
れ
、
新
し
い
全
学
教
育
実
施
体
制
が
発
足
し
た
。

セ
ン
タ
ー
長
は
、
新
設
さ
れ
た
二
名
の
副
学
長
の
う
ち
の
一
名
が
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
村
耕
二
副
学
長
が
選
任
さ
れ
た
。
同

時
に
、
高
等
教
育
開
発
研
究
部
に
三
名
の
、
生
涯
学
習
計
画
研
究
部
に
四
名
の
専
任
教
官
が
配
置
さ
れ
た
。
一
方
、
全
学
教
育
を
企
画

調
整
す
る
全
学
教
育
部
に
専
任
教
官
は
な
く
、
部
長
は
セ
ン
タ
ー
長
の
併
任
と
規
定
さ
れ
、
全
学
教
育
の
企
画
・
運
営
は
各
学
部
等
か

ら
選
出
さ
れ
た
委
員
か
ら
な
る
「
全
学
教
育
委
員
会
」
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
最
高
決
議
機
関
は
「
運
営
委
員
会
」
で
、
セ
ン
タ
ー
長
が
委
員
長
と
な
り
、
一
二
学
部
長
、
言
語
文
化
部
長
、
地
球
環

境
科
学
研
究
科
長
、
セ
ン
タ
ー
の
二
部
長
が
委
員
と
な
っ
て
発
足
し
た
。
さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
全
体
の
委
員
会
と
し
て
、
予
算
施
設
委

員
会
、
安
全
管
理
委
員
会
、
点
検
評
価
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
全
学
教
育
の
実
施
を
支
え
る
組
織
と
し
て
、
各
全
学
教
育
科
目
を
代
表
す
る
教
官
約
二
〇
名
か
ら
な
る
「
全
学
教
育
科
目
連
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絡
会
」、
初
年
度
学
生
の
学
習
指
導
や
厚
生
補
導
に
当
た
る
ク
ラ
ス
担
任
の
連
絡
協
議
の
場
と
し
て
、「
ク
ラ
ス
担
任
代
表
会
議
」
が
設

け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
事
務
機
構
と
し
て
支
え
る
た
め
に
、（
旧
学
生
部
を
中
心
と
し
て
改
組
し
た
）
学
務
部
の
中
に
（
実

質
的
に
は
、
旧
教
養
部
事
務
室
を
改
組
し
た
）
教
務
課
を
新
設
し
、
全
学
教
育
及
び
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
事
務
を
担

当
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二

全
学
教
育
委
員
会

前
述
の
よ
う
に
、
全
学
教
育
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
全
学
教
育
委
員
会
が
、
セ
ン
タ
ー
長
（
全
学
教
育
部
長
併
任
）
の
下
に
全
学

教
育
科
目
連
絡
会
と
ク
ラ
ス
担
任
代
表
会
議
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
つ
つ
、
全
学
教
育
の
企
画
調
整
を
行
う
体
制
と
な
っ
た
。
そ
の
委

員
構
成
は
、
各
学
部
、
及
び
言
語
文
化
部
、
地
球
環
境
科
学
研
究
科
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
教
授
ま
た
は
助
教
授
一
名
、
さ
ら

に
全
学
教
育
科
目
群
を
代
表
す
る
教
授
ま
た
は
助
教
授
約
八
名
、
セ
ン
タ
ー
長
が
必
要
と
認
め
た
者
若
干
名
で
発
足
し
た
。
ま
た
、
こ

の
委
員
会
の
中
に
は
、
原
案
を
作
成
・
立
案
す
る
「
小
委
員
会
」
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
一
九
九
六
年
度
中
途
よ
り
、
「
健
康
体
育
科
目
」

「
教
養
科
目
」「
基
礎
科
目
」「
総
合
講
義
・
一
般
教
育
演
習
」「
外
国
語
・
日
本
語
科
目
」
の
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

発
足
時
の
小
委
員
会
は
、
い
わ
ゆ
る
責
任
部
局
選
出
の
委
員
と
全
学
教
育
科
目
群
を
代
表
す
る
委
員
で
構
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
全

学
教
育
へ
の
滑
ら
か
な
移
行
に
当
た
っ
て
、
教
養
部
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

全
学
教
育
委
員
会
で
は
、
全
学
教
育
実
施
に
あ
た
っ
て
の
、
企
画
・
調
整
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
任
務
は
、
全
学
教
育

科
目
の
教
育
課
程
の
調
整
、
毎
年
の
授
業
時
間
割
の
作
成
、
授
業
担
当
教
官
の
選
定
等
の
実
務
の
処
理
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
全
学
教
育
委
員
会
の
発
足
当
初
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
お
く
。
初
年
度
（
一
九
九
五
年
度
）
は
、
一
年
生
は
全
学
教
育
、

二
年
生
は
教
養
教
育
の
混
在
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
時
間
割
の
調
整
に
追
わ
れ
た
が
、
全
学
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
次
年
度
の
全
学
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教
育
科
目
授
業
時
間
割
の
作
成
と
各
学
部
等
に
対
す
る
授
業
担
当
教
官
（
非
常
勤
講
師
を
含
む
）
の
選
定
依
頼
の
作
業
を
中
心
に
、
以

降
の
年
度
に
お
け
る
委
員
会
の
年
間
審
議
日
程
を
作
り
上
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
定
期
試
験
の
実
施
体
制
、
既
修
得
単
位
の
認
定
方
法

等
の
整
備
を
行
っ
た
。

一
九
九
六
年
度
は
、（
第
二
代
セ
ン
タ
ー
長
）
板
倉
智
敏
副
学
長
の
下
で
、「
全
学
教
育
科
目
の
レ
ビ
ュ
ー
」
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

全
学
教
育
科
目
に
携
わ
っ
た
教
官
、
こ
れ
を
受
講
し
た
学
生
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
意
見
、
感
想
を
求
め
て
レ
ビ
ュ
ー
項
目
を

設
定
し
、
こ
の
項
目
に
対
し
て
各
部
局
か
ら
の
意
見
、
要
望
等
を
聴
取
し
、
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
特
別
号
「
全
学
教
育
科
目
の
充
実
に

向
け
て
〜
平
成
七
年
度
の
レ
ビ
ュ
ー
を
中
心
と
し
て
〜
」
と
し
て
発
刊
し
た
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、
こ
こ
で
提
議
さ
れ
た
全
学
教

育
科
目
の
問
題
点
を
検
討
す
る
た
め
、
科
目
別
の
専
門
委
員
会
が
全
学
教
育
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
。

三

全
学
教
育
検
討
委
員
会

一
九
九
七
年
四
月
、
第
三
代
セ
ン
タ
ー
長
に
中
村
睦
男
副
学
長
が
選
任
さ
れ
た
。
九
七
〜
九
八
年
度
は
、
次
に
掲
げ
る
、
二
つ
の
検

討
委
員
会
の
活
動
に
よ
っ
て
、
全
学
教
育
実
施
の
上
で
は
、
実
質
的
に
旧
教
養
部
体
制
か
ら
脱
却
し
た
新
た
な
実
施
体
制
を
構
築
す
る

期
間
と
な
っ
た
。

一
九
九
七
年
十
一
月
に
、
中
村
睦
男
副
学
長
を
委
員
長
と
す
る
次
の
検
討
委
員
会
が
評
議
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
。

（
一
）
医
学
部
保
健
学
科
設
置
の
た
め
の
全
学
教
育
検
討
委
員
会

こ
の
委
員
会
は
、
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
医
学
部
保
健
学
科
へ
の
移
行
構
想
に
伴
い
、
保
健
学
科
の
学
生
へ
の
全
学

教
育
を
現
行
の
全
学
教
育
実
施
体
制
の
中
で
行
う
た
め
に
、
短
期
大
学
部
に
お
か
れ
て
い
る
一
般
教
育
用
定
員
九
名
に
増
員
一
名
を
加

え
た
一
〇
名
を
関
連
学
部
に
移
し
、
全
学
教
育
の
実
施
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
〇
名
の
定
員
を
配

分
す
べ
き
全
学
教
育
科
目
と
そ
の
配
分
先
を
決
定
す
る
の
が
具
体
的
な
目
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
審
議
の
過
程
に
お
い
て
全
学
教
育
に
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お
け
る
責
任
部
局
の
責
任
の
範
囲
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
部
一
貫
教
育
体
制
へ
の
転
換
が
決
定
さ
れ
た
評
議
会
（
一
九
九

二
年
六
月
）
の
決
定
事
項
（
四
）
以
来
、
積
み
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
。
九
八
年
三
月
に
出
さ
れ
た
答
申
で
は
、
責
任
部
局
が
持
つ

企
画
責
任
と
授
業
分
担
責
任
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
、
授
業
分
担
責
任
の
み
を
担
う
準
責
任
部
局
の
設
置
が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、

全
学
教
育
に
お
い
て
、
責
任
部
局
や
準
責
任
部
局
の
み
な
ら
ず
そ
の
他
の
部
局
も
担
う
べ
き
「
応
分
の
負
担
」
に
つ
い
て
、
今
後
協
議

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
全
学
教
育
の
円
滑
な
運
営
体
制
を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
が
提
言
さ
れ
た
。

こ
の
提
言
に
沿
っ
て
、
具
体
的
な
配
分
先
が
決
定
さ
れ
、
二
つ
の
準
責
任
部
局
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
大
学
院

重
点
化
の
流
れ
の
中
で
、
保
健
学
科
の
設
置
は
、
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
延
期
さ
れ
た
。

こ
の
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受
け
る
形
で
、
一
九
九
八
年
五
月
に
、
中
村
睦
男
副
学
長
を
委
員
長
と
す
る
次
の
検
討
委
員
会
が
評
議

会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
。

（
二
）
全
学
教
育
運
営
体
制
検
討
委
員
会

こ
の
委
員
会
で
は
、（
一
）
の
答
申
を
受
け
て
、
つ
ぎ
の
五
項
目
を
検
討
課
題
と
し
た
。

（
１
）
全
学
教
育
の
理
念
と
位
置
付
け
の
再
確
認

（
２
）
全
学
教
育
委
員
会
の
位
置
付
け
の
再
確
認

（
３
）
責
任
部
局
、
準
責
任
部
局
、
そ
の
他
の
部
局
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
責
任
の
範
囲
と
負
担
の
割
合

（
４
）
全
学
教
育
科
目
の
窓
口
と
し
て
の
組
織
の
在
り
方

（
５
）
セ
ン
タ
ー
長
を
補
佐
す
る
機
関
も
し
く
は
ス
タ
ッ
フ
を
置
く
必
要
性

た
だ
し
、（
３
）
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
こ
の
議
論
を
進
め
る
枠
組
み
を
ど
う
整
え
る
か
を
重
点
に
検
討
を
行
っ
た
。
検
討
結
果
は
、

一
九
九
八
年
十
月
、「
全
学
教
育
運
営
体
制
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
」と
し
て
、
評
議
会
に
答
申
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
な
提
案
は
、「
セ

ン
タ
ー
長
補
佐
」
及
び
「
科
目
責
任
者
」
の
設
置
で
あ
っ
た
。
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ま
ず
、
全
学
教
育
科
目
の
窓
口
と
し
て
、
各
部
局
に
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
の
範
囲
に
応
じ
て
全
学
教
育
科
目
の
科
目
ご
と
に
「
科
目
責

任
者
」
を
置
い
た
。
各
科
目
に
関
係
す
る
科
目
責
任
者
が
集
ま
っ
て
「
科
目
責
任
者
会
議
」
を
開
催
し
、
授
業
内
容
、
成
績
評
価
基
準
、

授
業
開
講
数
、
授
業
担
当
者
の
選
定
、
全
学
教
育
運
営
費
の
う
ち
、
授
業
科
目
ご
と
に
配
当
さ
れ
る
予
算
の
運
用
等
に
つ
い
て
協
議
し

調
整
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
科
目
責
任
者
会
議
と
全
学
教
育
委
員
会
と
の
仲
立
ち
を
行
う
の
が
、
次
に
掲
げ
る
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
セ
ン
タ
ー
長（
副
学
長
）を
補
佐
す
る
た
め
に
、
五
名
の
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
が
置
か
れ
、
全
学
教
育
委
員
会
、
セ
ン
タ
ー

予
算
施
設
委
員
会
の
小
委
員
長
を
分
担
す
る
と
と
も
に
、
科
目
責
任
者
会
議
を
主
催
し
て
全
学
教
育
を
円
滑
に
実
施
す
る
体
制
と
し
た
。

な
お
、
五
名
の
内
二
名
は
、
セ
ン
タ
ー
の
両
研
究
部
長
が
併
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
学
教
育
発
足
当
初
か
ら
置
か
れ
て
い
た
全
学
教
育
科
目
連
絡
会
及
び
、
そ
の
後
全
学
教
育
委
員
会
下
に
設
置
さ

れ
た
科
目
別
の
専
門
委
員
会
は
廃
止
さ
れ
、
責
任
部
局
に
「
科
目
企
画
責
任
者
」
を
、
ま
た
協
力
し
て
担
当
す
る
部
局
に
「
科
目
担
当

責
任
者
」
を
置
き
、
必
要
に
応
じ
て
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
が
召
集
す
る
「
科
目
責
任
者
会
議
」
に
お
い
て
、
全
学
教
育
に
対
す
る
各
学
部

の
要
望
、
あ
る
い
は
、
責
任
部
局
か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
て
協
議
し
、
全
学
教
育
の
円
滑
な
実
施
が
図
ら
れ
る
体
制
と
な
っ
た
。
ま

た
、
総
合
講
義
、
一
般
教
育
演
習
等
の
担
当
の
た
め
の
教
養
科
目
担
当
責
任
者
や
全
学
教
育
科
目
担
当
責
任
者
を
含
め
る
と
、
全
部
局

に
科
目
責
任
者
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四

コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築

全
学
教
育
発
足
の
初
年
度
（
一
九
九
五
年
度
）
よ
り
、
高
等
教
育
開
発
研
究
部
で
は
、
丹
保
憲
仁
総
長
も
参
加
し
て
「
学
部
一
貫
教

育
研
究
会
」
が
組
織
さ
れ
、
五
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
、
学
部
一
貫
教
育
の
な
か
で
全
学
の
協
力
に
よ
る
一
般
教
育
、
基
礎
教
育
等
の

全
学
教
育
を
さ
ら
に
深
化
、
完
成
さ
せ
て
い
く
研
究
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
九
七
〜
九
八
年
度
に
は
、
阿
部
和
厚
研
究
部
長
主
催
に
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よ
る
「
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
会
」
が
組
織
さ
れ
、
学
部
一
貫
教
育
体
制
に
お
け
る
教
養
教
育
の
あ
り
方
が
吟
味
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
高
等
教
育
開
発
研
究
部
は
、
全
学
教
育
の
具
体
的
な
問
題
点
を
取
り
上
げ
、
ま
た
全
学
教
育
の
将
来
構
想
を
研
究
会
報
告
と
い

う
形
で
提
示
す
る
役
割
を
担
っ
て
き
て
い
る
。
一
般
教
育
等
組
織
運
営
専
門
委
員
会
の
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
に
は
、
全
学
教
育
計
画
検

討
委
員
会
が
構
想
さ
れ
、
全
学
教
育
に
関
す
る
中
・
長
期
的
計
画
の
必
要
な
基
本
問
題
に
つ
い
て
企
画
・
立
案
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

た
が
、
現
在
の
全
学
教
育
部
に
は
計
画
系
の
委
員
会
は
存
在
せ
ず
、
高
等
教
育
開
発
研
究
部
が
そ
の
役
割
を
補
完
し
て
き
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

教
養
教
育
の
あ
り
方
は
、
全
学
教
育
発
足
の
時
よ
り
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
九
年
度
か
ら
新
た
に
編
成
替
え
さ
れ
た
全
学
の

教
務
委
員
会
（
委
員
長
・
丹
保
憲
仁
総
長
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
直
接
的
に
は
全
学
教
育
委
員
会
に
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
が
指

示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
全
学
教
育
小
委
員
会
で
は
、「
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
会
」
の
報
告
を
叩
き
台
に
し
て
原
案
を
作
成

し
た
。
こ
れ
は
、
九
九
年
十
二
月
の
教
務
委
員
会
に
「
全
学
教
育
科
目
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
で
、

コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ね
ら
い
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

学
士
課
程
は
便
宜
的
に
教
養
教
育
、
基
礎
教
育
、
専
門
教
育
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
基
礎
教
育
の
多
く
は
理
系
で
は
学
部
一

貫
の
体
系
的
な
専
門
教
育
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
。
ま
た
学
部
レ
ベ
ル
の
専
門
教
育
は
、
理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
よ
り
基
礎
を
重

視
し
た
総
合
的
な
も
の
に
な
ろ
う
。
専
門
の
骨
格
を
明
ら
か
に
し
、
専
門
的
な
素
養
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
主
要
な
目

的
と
な
る
。
―
―
一
方
、
純
粋
な
教
養
教
育
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
中
心
と
す
る
必
須
の
教
養
科
目
、
す
な
わ
ち
、
専
門
の
コ

ア
（
核
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
置
さ
れ
る
「
コ
モ
ン
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
し
て
、
全
学
の
協
力
の
も
と
に
実
施
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
が
新
し
い
学
士
課
程
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
報
告
は
教
務
委
員
会
を
通
じ
て
各
学
部
で
検
討
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
全
学
教
育
委
員
会
に
お
い
て
各
学
部
、
系
ご
と
の
実

行
教
育
課
程
表
が
策
定
さ
れ
、
翌
年
度
よ
り
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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二
〇
〇
一
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
新
し
い
全
学
教
育
科
目
は
、
教
養
科
目
と
基
礎
科
目
で
構
成
さ
れ
、
教
養
科
目
（
コ
ア
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
）
は
、
一
般
教
育
演
習
、
分
野
別
科
目
、
複
合
科
目
、
共
通
科
目
、
外
国
語
科
目
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
、
分
野
別
科
目
は
、
次

の
五
つ
の
主
題
別
科
目
で
構
成
さ
れ
、
責
任
部
局
か
ら
の
提
供
に
よ
っ
て
開
講
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
一
）
思
索
と
言
語
、（
二
）

歴
史
の
視
座
、（
三
）
芸
術
と
文
学
、（
四
）
社
会
の
認
識
、（
五
）
科
学
・
技
術
の
世
界
。
こ
れ
に
伴
い
、
各
科
目
に
つ
い
て
、
複
数

の
責
任
部
局
に
科
目
企
画
責
任
者
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
複
合
科
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
科
目
の
実
績
を
も
と
に
、
各
部
局

か
ら
提
供
さ
れ
、
次
の
四
つ
の
科
目
で
構
成
さ
れ
る
。（
一
）
環
境
と
人
間
、（
二
）
健
康
と
社
会
、（
三
）
人
間
と
文
化
、（
四
）
特
別

講
義
。
複
合
科
目
に
つ
い
て
は
、
全
学
部
に
担
当
科
目
を
割
り
振
り
、
そ
の
科
目
担
当
責
任
者
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

特
別
講
義
は
、
セ
ン
タ
ー
研
究
部
の
企
画
に
よ
る
科
目
で
、
総
長
、
副
学
長
、
学
部
長
、
学
外
の
学
識
経
験
者
な
ど
が
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実
施
に
あ
た
っ
て
、
す
べ
て
の
全
学
教
育
科
目
に
つ
い
て
、
履
修
希
望
者
が
、
指
定
さ
れ
た
教
室
の
収

容
定
員
を
超
え
る
場
合
は
履
修
調
整
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
、
一
般
教
育
演
習
は
少
人
数
教
育
の
実
を
あ
げ
る
た
め
、
履
修
者

は
原
則
二
〇
名
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
全
学
教
育
は
、
発
足
七
年
を
経
て
、
そ
の
運
営
体
制
に
お
い
て
も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
面
に
お
い
て
も
充
実
し
た
内

容
が
構
築
さ
れ
、
北
海
道
大
学
の
教
育
理
念
「
全
人
教
育
」
を
実
現
す
る
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
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